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狩
場
山
に
お
け
る
雪
崩
事

故
３
月
３
日
東
狩
場
山
で
ス
ノ
ー

モ
ー
ビ
ル
を
運
転
し
て
い
た
八
雲

町
在
住
の
藤
田
尚
斗
さ
ん
が
、
発

生
し
た
雪
崩
に
よ
り
死
亡
し
た
事

故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
２
月
中
旬
に
５
月
並

み
の
気
温
に
な
る
な
ど
、
例
年
と

は
違
う
積
雪
状
態
で
あ
っ
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

心
よ
り
お
悔
み
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
、
冬
山
の
怖
さ
を
今
一

度
情
報
発
信
し
、
必
要
な
知
識
を

も
っ
て
、
安
全
に
楽
し
め
る
よ
う

啓
発
し
て
ま
い
り
ま
す
。

村
道
等
の
除
排
雪

令
和
５
年
10
月
25
日
、
第
１
工

区
を
有
限
会
社
後
藤
運
輸
と
除
雪

予
定
時
間
２
８
０
時
間
、
委
託
金

額
８
，
５
９
２
，
４
０
０
円
で
、

ま
た
、
第
２
工
区
を
島
牧
開
発
株

式
会
社
と
除
排
雪
予
定
時
間
１
，

３
５
０
時
間
、
委
託
金
額
３
３
，

３
３
７
，
７
０
０
円
で
契
約
を
締

結
し
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

２
月
29
日
現
在
の
実
績
は
、
第

１
工
区
１
９
６
．
５
時
間
、
６
，

０
０
８
，
９
７
０
円
で
執
行
率
70
．

２
％
、
第
２
工
区
７
０
１
．
７
５

時
間
、
１
８
，
０
０
４
，
６
９
０

円
で
執
行
率
54
．
０
％
と
な
り
、

村
道
等
除
排
雪
委
託
費
の
予
算
残

額
は
、
最
低
保
証
額
を
加
味
し
約

１
，
４
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

こ
の
要
因
に
つ
き
ま
し
て
は
、
降

雪
量
が
少
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た

２
月
に
記
録
的
な
高
温
と
な
り
雪

解
け
が
進
ん
だ
こ
と
に
よ
る
も
の

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
後
志
広
域
連

合
の
運
営

後
志
広
域
連
合
議
会
第
１
回
定

例
会
が
２
月
27
日
に
開
催
さ
れ
、

新
年
度
に
向
け
た
行
政
執
行
方
針

の
も
と
に
一
般
会
計
予
算
及
び
２

件
の
特
別
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

令
和
６
年
度
各
会
計
の
歳
入
歳

出
の
総
額
は
、
一
般
会
計
に
つ
い

て
は
２
億
３
５
１
万
１
千
円
で
前

夏井　一充　村長

行 政 報 告

新年度予算を審議する第１回村議会定例会は３月11日招集され、会期を３月19日までの９日間
と決めた後、議長の諸般報告、村長の行政報告に引き続き、村長の村政執行方針と教育長の教育
行政執行方針が述べられたほか、島牧村学校給食費徴収条例の制定など議案11件を審議、可決し、
新年度の各会計予算など６件は、予算特別委員会を設置して審議を付託し、３月17日まで休会と
しました。
再開日の３月18日は、村長の行政報告後、２名の議員が村政に対する一般質問を行い、引き続

き予算特別委員会を再開し、審議した結果、予算特別委員会の審議を踏まえ、いずれも原案を可
決すべきものと決定しました。
その後に再開した本会議で、髙島紀彦予算特別委員長から審議結果が報告され、いずれも原案

を可決しました。
そのほか、令和５年度一般会計補正予算（第８号）など５件を原案のとおり可決、閉会中の継

続調査を決定、会期を１日残し閉会しました。

定 例 会
2024年　第1回� 3月11日2024年　第1回� 3月11日

▲　�新年度教育行政執行方針を述べる�
小野寺教育長

▲　新年度村政執行方針を述べる夏井村長
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年
度
比
較
26
万
７
千
円
の
増
、
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ

い
て
は
70
億
４
，
２
９
７
万
１
千

円
で
８
，
３
０
０
万
３
千
円
の
増
、

介
護
保
険
事
業
特
別
会
計
に
つ
い

て
は
62
億
２
，
６
８
７
万
１
千
円

で
、
３
億
３
，
２
９
５
万
８
千
円

の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

各
会
計
歳
入
歳
出
予
算
の

合
計
額
は
、
１
３
４
億
７
，

３
３
５
万
３
千
円
で
、
２
億
４
，

９
６
８
万
８
千
円
の
減
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。　

後
志
広
域
連
合
で
は
、
第
４
次

広
域
計
画
に
基
づ
き
、
関
係
町
村

と
連
携
し
圏
域
の
将
来
を
見
据
え

た
広
域
行
政
を
行
い
、
将
来
に
わ

た
っ
て
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
目
指
し
て
お

り
、
本
村
も
積
極
的
に
参
画
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
分
漁
業
水
揚
げ

状
況

本
村
に
お
け
る
令
和
５
年
１
月

か
ら
12
月
ま
で
の
水
揚
げ
量
は

１
，
９
６
８
ト
ン
で
、
前
年
よ
り

８
２
６
ト
ン
の
減
、
水
揚
げ
金

額
は
６
億
７
，
８
０
０
万
円
で
、

２
億
７
，
０
０
０
万
円
の
減
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
減
の
主
な
要

因
に
つ
き
ま
し
て
は
、
主
要
魚
種

で
あ
る
、
さ
け
・
ま
す
の
漁
獲
が

前
年
を
大
き
く
下
回
っ
た
こ
と
や
、

小
女
子
漁
が
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

小
女
子
漁
は
、
こ
れ
か
ら
春
を

迎
え
る
本
村
の
風
物
詩
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
今
年
の
豊
漁
を
期
待

す
る
と
と
も
に
、
さ
け
・
ま
す
に

お
い
て
は
、
稚
魚
放
流
事
業
を
継

続
し
、
資
源
回
復
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。　

狩
場
山
Ｃ
Ａ
Ｔ
ス
キ
ー
ツ

ア
ー
事
業
の
実
施
状
況

今
シ
ー
ズ
ン
は
１
月
13
日
か
ら

事
業
を
開
始
し
、
コ
ロ
ナ
後
に
お

け
る
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
回
復

傾
向
が
続
い
て
い
る
た
め
事
業
の

成
果
に
期
待
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
２
月
29
日
ま
で
の
実
施
状

況
に
つ
き
ま
し
て
は
、
ツ
ア
ー

実
施
日
数
45
日
間
、
ツ
ア
ー
客

３
９
６
人
、
ス
タ
ッ
フ
関
係
者

２
０
０
人
、
総
動
員
数
は
５
９
６

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

昨
シ
ー
ズ
ン
の
総
動
員
数
は

８
７
５
人
で
、
２
月
末
で
の
対
比

は
約
68
％
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

ツ
ア
ー
は
今
月
中
旬
ま
で
実
施
す

る
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

更
な
る
動
員
を
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

な
お
、
２
月
28
日
の
ツ
ア
ー
実

施
中
に
、
ツ
ア
ー
客
が
立
ち
木
に

衝
突
し
骨
折
さ
れ
、
救
急
搬
送
さ

れ
た
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
事
故
を
受
け
、
当
日
中
に

事
業
者
へ
の
聞
き
取
り
を
実
施
し
、

翌
日
午
前
中
に
は
実
行
委
員
会
内

の
安
全
対
策
部
会
に
お
い
て
事
故

の
検
証
と
今
後
の
事
故
防
止
対
策

を
講
じ
て
お
り
ま
す
。
同
日
午
後

に
は
ツ
ア
ー
で
使
用
す
る
国
有
林

を
管
轄
す
る
後
志
森
林
管
理
署
に

伺
い
、
事
故
の
報
告
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。

代
替
バ
ス
の
運
行
状
況

ニ
セ
コ
バ
ス
の
日
祝
運
休
に
よ

る
代
替
バ
ス
の
運
行
に
つ
き
ま
し

て
は
平
成
29
年
12
月
か
ら
運
行
を

開
始
し
て
お
り
ま
す
が
、
令
和
５

年
度
の
２
月
23
日
ま
で
の
運
行
日

数
は
61
日
間
で
、
延
べ
乗
車
人
数

は
栄
浜
・
寿
都
間
（
下
り
）
が

５
８
６
人
、
１
日
平
均
乗
車
人
数

は
９
．
６
人
と
な
っ
て
お
り
、
寿

都
・
栄
浜
間
（
上
り
）
が
５
６
６

人
、
１
日
平
均
乗
車
人
数
は
９
．

３
人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

公
共
交
通
は
、
住
民
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で
き
な
い
サ
ー
ビ
ス

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
島
牧
村
独
自

の
持
続
可
能
な
交
通
サ
ー
ビ
ス
に

つ
い
て
、
引
き
続
き
検
討
し
て
ま

い
り
ま
す
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に

よ
る
寄
附

２
月
29
日
、
札
幌
市
に
本
社
の

あ
る
ホ
ク
レ
ン
農
業
協
同
組
合
連

合
会
様
よ
り
、
地
域
再
生
法
第
13

条
の
２
に
規
定
す
る
、
島
牧
村
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
活

用
事
業
に
関
す
る
企
業
版
ふ
る
さ

と
納
税
と
し
て
１
０
０
万
円
の
ご

寄
附
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

本
村
の
地
域
再
生
の
た
め
、
有

効
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
と

と
も
に
、
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ

ま
す
。審

議
審
議
し
た議

案
議
案

▼
財
政
調
整
基
金
の
一
部
処
分

▼
一
般
会
計
予
算

▼
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

予
算

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算
▼
簡
易
水
道
事
業
会
計
予
算

▼
合
併
処
理
浄
化
槽
事
業
会
計
予

算

こ
れ
ら
の
議
案
は
、
全
議
員
構

成
に
よ
る
予
算
特
別
委
員
会
を
設

置
し
、
こ
れ
に
付
託
し
て
審
査
す

る
こ
と
に
決
定
。

▼
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

任
期
満
了
に
伴
う
人
権
擁
護
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て
、
議
会
の
意

見
を
求
め
る
も
の
。

　

委
員　

吉
澤
俊
輔
氏
を
推
薦

◎
全
員
賛
成
で
適
任
と
認
め
る

▼
島
牧
村
学
校
給
食
費
徴
収
条
例

の
制
定

令
和
６
年
度
よ
り
学
校
給
食
費

の
公
会
計
化
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
学
校
給
食
費
の
徴
収
及
び
取

扱
い
を
明
確
に
す
る
た
め
、
本
条

例
を
制
定
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
課
設
置
条
例
の
一
部
改

正行
政
組
織
の
見
直
し
に
あ
た
り

企
画
課
と
産
業
振
興
課
を
統
合
し
、

新
年
度
予
算

人
事
案
件

条
例
制
定

条
例
改
正
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企
画
産
業
課
と
改
め
る
た
め
、
条

例
の
一
部
を
改
正
。

◎
賛
成
多
数
で
可
決

▼
島
牧
村
会
計
年
度
任
用
職
員
の

給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ

り
、
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
勤

勉
手
当
支
給
が
可
能
と
な
り
、
勤

勉
手
当
を
支
給
す
る
た
め
、
条
例

の
一
部
を
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
職
員
の
育
児
休
業
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
勤
勉

手
当
支
給
に
伴
い
、
関
係
条
文
を

整
理
す
る
た
め
、
条
例
の
一
部
を

改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個

人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の

利
用
等
に
関
す
る
法
律
に
基
づ

く
個
人
番
号
の
利
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正

法
律
改
正
に
伴
い
、
参
照
条
文

が
変
更
と
な
る
た
め
、
条
例
の
一

部
を
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
有
害
鳥
獣
捕
獲
出
動
報

奨
金
交
付
条
例
の
一
部
改
正

参
考
と
す
る
労
務
単
価
と
連
動

し
た
報
奨
金
と
な
る
よ
う
、
条
例

の
一
部
を
改
正
。

◎
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
ヒ
グ
マ
対
策
技
術
者
育

成
捕
獲
出
動
報
奨
金
交
付
条
例

の
一
部
改
正

参
考
と
す
る
労
務
単
価
と
連
動

し
た
報
奨
金
と
な
る
よ
う
、
条
例

の
一
部
を
改
正
。

◎
賛
成
多
数
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
簡
易
水
道
事
業
の
布
設

工
事
監
督
者
の
配
置
基
準
及
び

資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管

理
者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正

水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

条
例
の
一
部
を
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
島
牧
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
の
変
更

島
牧
村
過
疎
地
域
持
続
的
発
展

市
町
村
計
画
に
つ
い
て
、
一
部
事

業
内
容
を
変
更
す
る
こ
と
に
つ
い

て
道
と
の
協
議
が
終
了
し
た
た
め
、

議
決
を
求
め
る
も
の
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
道
路
の
区
域
変
更

村
道
冷
水
通
線
の
橋
梁
架
替
及

び
道
路
実
態
に
よ
り
、
道
路
敷
地

及
び
終
点
を
変
更
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

33
月月
1818
日日

審
議
審
議
議
案
議
案

▼
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
８
号
）

歳
入
・
歳
出
と
も
に

１
億
９
４
７
６
万
６
千
円

を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

27
億
３
５
５
５
万
４
千
円
と
す
る
。

歳
入
の
主
な
も
の

・�

普
通
交
付
税

　
　

１
６
２
７
万
７
千
円
追
加

・�

社
会
保
障
・
税
番
号
制
度
シ
ス

テ
ム
整
備
費
補
助
金

　
　
　
　

３
２
３
万
２
千
円
追
加

・�

出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

　
　
　

１
０
１
万
６
千
円
減
額

・�

学
校
施
設
環
境
改
善
交
付
金

　
　
　
　
　

３
３
６
１
万
円
減
額

・�

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

減
災
事
業
補
助
金

　
　
　
　

１
０
８
万
４
千
円
減
額

・�
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金

　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円
追
加

・�
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　

６
０
０
６
万
２
千
円
減
額

・�

水
産
振
興
基
金
繰
入
金

　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円
追
加

・�

医
療
健
診
等
収
入

　
　
　
　
　
　

２
０
０
万
円
減
額

・�

漁
港
事
業
負
担
金
（
農
林
事
業

債
）

　
　
　
　
　
　

２
１
０
万
円
減
額

・�

教
育
住
宅
整
備
事
業（
教
育
債
）

　
　
　

１
億
１
８
１
０
万
円
減
額

歳
出
の
主
な
も
の

・�

議
員
報
酬

　
　
　
　
　
　

１
１
６
万
円
減
額

・�

一
般
職
給
料

　
　
　
　

１
３
２
万
４
千
円
減
額

・�

フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職

員
給
料

　
　
　
　

３
３
２
万
３
千
円
減
額

・�

職
員
手
当
（
総
務
費
）

　
　
　
　

５
３
４
万
９
千
円
減
額

・�

減
債
基
金
積
立
金

　
　
　
　

６
９
８
万
８
千
円
追
加

・�

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
改
修
負
担

金

　
　
　
　

３
２
３
万
２
千
円
追
加

・�

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計

操
出
金

　
　
　
　

１
２
７
万
９
千
円
減
額

・�

潮
の
音
指
定
管
理
業
務
委
託
料

　
　
　
　

１
０
１
万
１
千
円
減
額

・�

介
護
訓
練
等
給
付
費

　
　
　
　

４
２
３
万
３
千
円
追
加

・�

養
護
老
人
ホ
ー
ム
施
設
措
置
費

　
　
　
　
　
　

７
０
０
万
円
減
額

・�

介
護
保
険
費
負
担
金

そ

の

他

補
正
予
算
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３
５
０
万
７
千
円
追
加

・
職
員
手
当
（
衛
生
費
）

　
　
　
　
　
　

１
７
０
万
円
減
額

・�

子
宮
頸
が
ん
予
防
ワ
ク
チ
ン
等

業
務
委
託
料

　
　
　
　

１
３
６
万
５
千
円
減
額

・
パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
報
酬
（
診
療
所
費
）

　
　
　
　

１
７
４
万
９
千
円
減
額

・
医
薬
材
料
費

　
　
　
　
　
　

８
０
０
万
円
減
額

・�

医
科
・
代
診
医
・
看
護
師
夜
間

待
機
業
務
委
託
料

　
　
　

１
１
７
７
万
２
千
円
減
額

・�

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
操
出

金

　
　
　
　
　
　

４
９
１
万
円
減
額

・�

冷
水
地
区
水
路
整
備
新
設
改
良

工
事
請
負
費

　
　
　
　

１
５
７
万
１
千
円
減
額

・�

水
産
業
振
興
特
別
支
援
事
業
補

助
金

　
　
　
　
　
　

４
０
０
万
円
追
加

・�

漁
港
事
業
負
担
金

　
　
　
　

２
０
３
万
８
千
円
減
額

・�

教
員
住
宅
新
築
工
事
監
理
委
託

料

　
　
　
　

５
３
５
万
７
千
円
減
額

・�

教
員
住
宅
新
設
改
良
工
事
請
負

費

　

１
億
４
６
４
５
万
２
千
円
減
額

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
５
年
度
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
・
歳
出
と
も
に

５
６
５
万
６
千
円
を
減
額
し
、
予

算
総
額
を
６
５
４
４
万
２
千
円
と

す
る
。

歳
入
の
主
な
も
の

・�

医
療
給
付
費
分
現
年
課
税

　
　
　
　

２
１
０
万
５
千
円
減
額

・�

出
産
育
児
一
時
金
等
繰
入
金

　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円
減
額

・�
財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　

３
１
７
万
８
千
円
減
額

・�

後
志
広
域
連
合
分
賦
金
精
算
還

付
金

　
　
　
　
　
　

３
５
２
万
円
追
加

・�

国
民
健
康
保
険
健
康
診
査
費
委

託

　
　
　
　

２
１
９
万
１
千
円
減
額

歳
出
の
主
な
も
の

・�

後
志
広
域
連
合
負
担
金

　
　
　
　

６
３
０
万
４
千
円
減
額

・�

パ
ー
ト
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用

職
員
報
酬

　
　
　
　

１
３
２
万
８
千
円
減
額

・�

国
保
財
政
調
整
基
金
積
立
金

　
　
　
　

３
２
３
万
４
千
円
追
加

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
５
年
度
簡
易
水
道
事
業
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

歳
入
・
歳
出
と
も
に

１
１
８
６
万
３
千
円
を

減
額
し
、
予
算
総
額
を

１
億
８
６
４
１
万
１
千
円
と
す
る
。

歳
入
の
主
な
も
の

・�

一
般
会
計
繰
入
金
（
臨
時
的
）

　
　
　
　
　
　

４
９
１
万
円
減
額

・�

コ
ベ
チ
ャ
ナ
イ
橋
橋
梁
補
修
に

伴
う
工
事
負
担
金

　
　
　
　

２
４
４
万
７
千
円
追
加

・�

簡
易
水
道
事
業
債

　
　
　
　
　
　

４
８
０
万
円
減
額

・�

簡
易
水
道
事
業
辺
地
対
策
事
業

債

　
　
　
　
　
　

４
６
０
万
円
減
額

歳
出
の
主
な
も
の

・�

元
町
・
江
ノ
島
地
区
配
水
管
布

設
替
工
事
請
負
費
等

　
　
　

１
１
４
５
万
６
千
円
減
額

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
権
利
の
放
棄
（
公
営
住
宅
使
用

料
債
権
）

　

公
営
住
宅
使
用
料
債
権
に
つ
い

て
、
債
権
の
時
効
後
、
長
年
を
経

過
し
債
権
回
収
が
著
し
く
困
難
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
権
利
を
放
棄
す

る
も
の
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
権
利
の
放
棄
（
水
道
使
用
料
債

権
）

　

水
道
使
用
料
債
権
に
つ
い
て
、

債
権
の
時
効
後
、
長
年
を
経
過
し

債
権
回
収
が
著
し
く
困
難
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
権
利
を
放
棄
す
る
も

の
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

▼
閉
会
中
の
継
続
調
査

　

議
会
運
営
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
に
つ
い
て
、
閉
会
中
の
継
続

調
査
と
す
る
も
の
。

◎
決
定

そ

の

他
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一 般 質 問

 185号

　第１回村議会定例会での一般質
問の内容と理事者側の回答をご紹
介します。
　今回の質問者は２名で、その全
文を掲載しました。

坂下初雄　議員

 ◆  地域おこし協力隊の採用に　
ついて

 ◆  役場閉庁時の危機管理体制に
ついて

藤田和康　議員

 ◆  村の財政運営について

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
採
用
に
つ
い
て

坂下初雄　議員

問

村
で
は
４
年
間
地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
募
集
し
て
い
ま
せ
ん
。
国
の
奨
励
事
業
で
あ

り
、
人
件
費
・
活
動
費
は
国
負
担
で
、
良
い
条
件
事
業
の
受
入
活
動
を
何
故
行
わ
な
い

の
か
、
具
体
的
に
二
点
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。
一
点
目
と
し
て
、
今
後
募
集
計
画
は
あ

る
の
か
。
二
点
目
と
し
て
、
４
年
間
募
集
し
な
か
っ
た
原
因
は
何
か
伺
い
ま
す
。

一

質
般

問

Q
A

夏
井
一
充
　
村
長

只
今
ご
質
問
に
あ
り
ま
し
た
件

に
つ
い
て
、
ま
ず
一
つ
目
の
募
集

計
画
が
あ
る
の
か
と
い
う
と
こ
ろ

で
す
が
、
村
に
お
け
る
地
域
お
こ

し
協
力
隊
事
業
に
つ
い
て
は
平
成

28
年
度
よ
り
６
名
の
採
用
を
行
い

ま
し
て
、
村
内
の
活
性
化
に
資
す

る
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た

と
こ
ろ
で
す
。
坂
下
議
員
の
ご
指

摘
の
通
り
、
報
酬
及
び
活
動
費
に

つ
い
て
は
、
そ
の
全
額
が
特
別
交

付
税
の
算
定
基
礎
額
と
な
り
ま
す
。

財
政
面
で
有
用
な
事
業
で
あ
る
事

は
私
も
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
の

課
題
と
し
て
協
力
隊
員
の
管
理
方

法
の
在
り
方
、
隊
員
と
村
民
と
の

間
に
ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
こ
と

な
ど
か
ら
、
そ
の
後
の
採
用
に
あ

た
り
協
力
隊
員
と
し
て
適
任
で
あ

る
人
物
の
精
査
を
す
る
必
要
が
あ

り
ま
し
た
。
今
年
度
の
取
り
組
み

と
し
て
既
存
の
協
力
隊
員
の
候
補

者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
を
依
頼
し
、

事
前
面
談
を
実
施
す
る
な
ど
の
対

策
を
行
い
、
令
和
６
年
度
の
委
嘱

に
向
け
て
募
集
を
計
画
し
て
お
り

ま
し
た
が
、
適
任
者
が
い
な
か
っ

た
た
め
、
令
和
６
年
度
の
予
算
計

上
に
は
至
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今

後
も
引
き
続
き
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
か
ら

の
情
報
提
供
を
受
け
る
こ
と
に
加

え
、
村
と
し
て
も
適
任
者
が
い
れ

ば
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
協
力
隊

員
の
確
保
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
協
力
隊

員
を
募
集
す
る
に
あ
た
り
、
外
部

委
託
業
者
な
ど
活
用
し
て
い
る
例

も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
そ
の
様
な

採
用
に
関
わ
る
新
た
な
取
り
組
み

に
つ
い
て
も
、
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申



7 議会広報　かりば

一 般 質 問

 185号

し
上
げ
ま
す
。

二
つ
目
の
４
年
間
募
集
し
な

か
っ
た
原
因
は
何
で
し
ょ
う
か
と

い
う
所
に
つ
い
て
は
、
一
つ
目
の

回
答
内
容
を
一
部
含
む
と
こ
ろ
も

あ
り
ま
す
が
、
協
力
隊
員
の
採
用

方
法
に
つ
い
て
見
直
す
必
要
が

あ
っ
た
た
め
、
一
時
的
に
公
募
を

見
合
わ
せ
て
い
た
こ
と
が
原
因
で

す
。
協
力
隊
の
Ｏ
Ｂ
の
中
に
は
、

任
期
終
了
後
に
継
続
し
て
村
内
に

居
住
し
て
、
職
を
得
て
い
る
方
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
た
め
、
地
域
活
性

化
の
た
め
だ
け
で
は
な
く
移
住
定

住
対
策
と
し
て
も
有
効
と
思
わ
れ

ま
す
の
で
、
繰
り
返
し
と
な
り
ま

す
が
、
引
き
続
き
隊
員
の
確
保
に

つ
い
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

坂
下
初
雄
議
員

一
点
目
の
、
今
後
計
画
は
あ
る

か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、
前

向
き
な
考
え
で
募
集
す
る
と
い
う

事
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
事
業
を

進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。現

在
は
、
島
牧
に
定
住
し
て
い

る
家
族
も
い
て
活
動
し
て
い
る
協

力
隊
も
お
り
、
募
集
し
て
結
果
は

出
て
い
ま
す
。

ま
た
、
若
い
人
達
も
島
牧
に
定

住
し
て
い
ろ
い
ろ
と
活
躍
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
で
結
果
が
出
る
と

思
い
ま
す
。
特
に
、
４
年
間
の
募

集
に
つ
い
て
の
こ
と
に
つ
き
ま
し

て
は
、
現
村
長
が
担
当
者
で
な
い

の
で
、
改
め
て
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
質
問
し
ま
せ
ん
け
ど
も
、
島

牧
は
今
、
若
い
人
の
力
が
必
要
で

す
。
村
長
は
じ
め
担
当
ス
タ
ッ
フ

一
同
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
、
募
集
に
つ
い
て
の
結
果

を
出
す
よ
う
努
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

一
般
質
問
を
行
う
坂
下
議
員

夏
井
一
充
村
長

危
機
管
理
と
連
絡
体
制
の
ご
質

問
に
つ
い
て
で
す
が
、
今
年
元
日

に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
対

応
に
つ
き
ま
し
て
は
午
後
４
時
10

分
の
地
震
発
生
後
に
気
象
庁
か
ら

日
本
海
沿
岸
南
部
に
津
波
注
意
報

が
出
さ
れ
た
こ
と
に
と
も
な
い
、

午
後
４
時
41
分
に
う
し
お
通
信
で

津
波
注
意
報
が
出
て
い
る
事
及
び

海
に
近
づ
か
な
い
こ
と
を
周
知
し

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
Ｉ
Ｐ
告
知

端
末
及
び
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ

リ
で
は
災
害
に
関
す
る
情
報
が
発

令
さ
れ
た
場
合
に
は
、
自
動
で
そ

の
お
知
ら
せ
を
通
知
し
て
お
り
ま

す
。次

に
、
役
場
が
閉
庁
し
て
い
る

時
、
危
機
管
理
体
制
と
連
絡
体
制

に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
ま
し
て
、
消
防
か
ら

役
場
の
担
当
者
に
連
絡
す
る
こ
と

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
受

け
て
状
況
に
よ
り
必
要
に
応
じ
て

人
員
の
配
備
を
行
う
こ
と
と
な
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
の
ほ

ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

坂
下
初
雄
議
員

私
の
言
い
た
い
事
は
、
村
か
ら

直
接
住
民
に
周
知
す
る
の
が
当
た

り
前
だ
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

消
防
と
い
う
の
は
や
は
り
役
目

が
違
う
の
で
、
消
防
か
ら
村
に
連

絡
す
る
と
い
う
事
よ
り
も
、
村
が

直
接
住
民
に
知
ら
せ
る
。
こ
れ
が

筋
で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
、
今
後
そ

の
点
を
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

や
は
り
、
公
務
員
は
公
僕
と
い

う
、
村
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
・

奉
仕
、
そ
れ
は
忘
れ
て
い
た
だ
き

た
く
な
い
と
私
は
思
い
ま
す
。

特
に
緊
急
時
に
つ
い
て
は
、
以

前
は
村
で
当
直
と
い
う
そ
う
い
う

制
度
を
設
け
て
お
り
ま
し
て
、
そ

の
方
が
必
ず
緊
急
時
の
時
に
住
民

に
知
ら
せ
る
と
い
う
よ
う
な
体
制

を
取
っ
て
お
り
ま
す
。
今
は
な
か

な
か
そ
う
い
う
事
も
難
し
い
で

し
ょ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
や
は
り
長
期

閉
庁
す
る
と
き
に
は
、
責
任
者
・

担
当
者
が
一
人
島
牧
に
い
て
い
た

だ
い
て
、
そ
れ
か
ら
直
接
住
民
に

周
知
を
す
る
こ
と
が
私
は
必
要
で

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

役
場
閉
庁
時
の
危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

�

坂
下
初
雄　
議
員

問

今
年
１
月
１
日
、
能
登
半
島
で
地
震
と
津
波
に
よ
り
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
、
日
本
海
沿
岸
の
広
範
囲
に
津
波
注
意
報
が
発
令
さ
れ
ま

し
た
。
し
か
し
、
島
牧
村
は
住
民
に
何
の
周
知
も
な
く
、
不
安
な
夜

を
過
ご
し
ま
し
た
。
こ
の
様
な
緊
急
事
態
が
発
生
し
、
役
場
が
長
期

間
閉
じ
て
い
る
時
の
危
機
管
理
と
連
絡
体
制
を
伺
い
ま
す
。
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消
防
の
役
目
と
い
う
の
は
、
災

害
が
起
き
て
そ
れ
に
対
す
る
処
置

を
す
る
の
が
消
防
で
、
村
の
有
事

を
消
防
か
ら
住
民
に
知
ら
せ
る
と

い
う
こ
と
で
は
ち
ょ
っ
と
筋
が
違

う
と
思
う
ん
で
す
。

や
は
り
、
村
の
職
員
が
住
民
に

危
機
の
周
知
を
す
る
と
言
う
の
が

私
は
当
た
り
前
の
考
え
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
の
辺
を
一
つ
検
討
で
き

な
い
の
か
な
と
思
い
ま
す
。
こ
の

件
に
つ
い
て
答
弁
を
お
願
い
た
し

ま
す
。

夏
井
一
充
村
長

坂
下
議
員
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
の

は
消
防
か
ら
役
場
に
連
絡
し
て
、

消
防
か
ら
連
絡
が
行
く
の
が
お
か

し
い
の
で
な
い
か
と
い
う
お
話
し

か
と
思
い
ま
す
が
、
何
か
そ
う
い

う
危
機
が
起
こ
っ
た
と
い
う
時
に

ま
ず
消
防
か
ら
連
絡
が
来
て
、
役

場
も
し
っ
か
り
体
制
を
整
え
て
準

備
し
な
さ
い
と
い
う
き
っ
か
け
が

消
防
か
ら
連
絡
が
来
る
と
い
う
状

況
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
消

防
が
全
て
や
る
と
い
う
訳
で
は
な

い
と
い
う
の
を
ご
理
解
い
た
だ
け

れ
ば
と
い
う
所
で
ご
ざ
い
ま
す
。

坂
下
初
雄
議
員

役
場
に
直
接
そ
う
い
う
い
う
担

当
者
が
い
て
、
そ
し
て
役
場
か
ら

住
民
に
知
ら
せ
、
消
防
に
知
ら
せ

る
と
い
う
の
が
筋
じ
ゃ
な
い
か
と

私
言
っ
て
い
る
ん
で
す
よ
。
そ
れ

が
村
と
し
て
常
識
的
な
判
断
じ
ゃ

な
い
か
な
と
。

消
防
は
災
害
に
対
す
る
処
置
を

す
る
の
で
あ
っ
て
、
役
場
の
連
絡

網
で
は
な
い
で
す
か
ら
、
そ
の
点

の
考
え
は
変
え
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

先
ほ
ど
の
答
弁
で
は
ま
ず
消
防

に
頼
っ
て
、
役
場
に
連
絡
が
来
て

住
民
に
周
知
す
る
、
そ
ん
な
感
じ

で
ご
ざ
い
ま
す
か
ら
。

今
回
の
津
波
の
関
係
で
も
津
波

注
意
報
が
出
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
注
意
報
だ
け
で
終
わ
る
ん

で
す
け
ど
も
、
村
は
観
測
所
も
な

い
か
ら
、
村
民
に
周
知
す
る
と
い

う
よ
う
な
事
は
し
な
く
て
も
い
い

だ
ろ
う
け
ど
も
、
津
波
の
跳
ね
返

り
に
よ
っ
て
は
直
接
陸
地
に
来
る

津
波
も
あ
る
し
、
大
き
い
津
波
に

な
る
と
反
対
側
に
大
陸
に
ぶ
つ

か
っ
て
、
そ
れ
か
ら
４
時
間
も

経
っ
て
ま
た
押
し
寄
せ
る
と
い
う

状
況
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
、
村
は
う
し
お
通
信

を
１
億
３
千
万
も
掛
け
て
整
備
し

て
い
る
ん
で
す
か
ら
、
次
の
日
で

も
そ
う
い
う
簡
単
な
情
報
で
も
住

民
に
知
ら
せ
る
と
い
う
の
が
私
は

必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
し
、

そ
の
辺
も
含
め
て
簡
単
に
説
明
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
し
ょ
う
。

夏
井
一
充
村
長

本
年
の
１
月
１
日
に
発
生
し
た

危
機
的
状
況
、
ま
ず
地
震
な
ど
が

発
生
し
た
場
合
に
は
、
う
し
お
通

信
で
情
報
を
し
っ
か
り
と
発
信
し

て
お
り
ま
す
。

今
回
、
役
場
が
閉
庁
し
て
い
る

時
の
連
絡
体
制
、
開
庁
し
て
い
る

時
に
は
役
場
職
員
が
何
か
問
題
あ

り
ま
し
た
と
い
う
連
絡
を
受
け
て

対
応
す
る
ん
で
す
が
、
閉
庁
し
て

い
る
時
に
ど
う
し
て
も
人
員
が
昔

の
よ
う
に
宿
直
し
て
い
る
わ
け
で

は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
の
で
、
ど
う
し

て
も
一
時
的
に
受
け
る
対
応
が
消

防
と
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
お
り
ま
す
。

消
防
か
ら
ま
ず
役
場
に
し
っ
か

り
対
応
を
整
え
て
く
れ
と
い
う
連

絡
が
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
必
要
な

場
合
に
は
対
応
を
行
う
と
い
う
体

制
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
理

解
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
連
絡
と
言
う
か
、
何
か

あ
っ
た
時
に
は
住
民
に
し
っ
か
り
、

う
し
お
通
信
を
通
じ
て
連
絡
は

行
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
事

も
併
せ
て
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

村
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

藤田和康　議員

問

毎
年
度
予
算
編
成
は
、
財
源
不
足
か
ら
財
政
調
整
基
金
を
は
じ
め
特
定
目
的
基
金
の
繰
入
等

で
収
支
均
衡
を
図
っ
て
い
る
状
況
で
す
。　
　
　
　
　

年
々
基
金
も
減
少
し
て
い
る
中
、
一
般
財
源
の
ほ
と
ん
ど
が
経
常
的
経
費
に
充
て
ら
れ
、
地

域
の
活
性
化
等
新
た
な
政
策
的
経
費
に
充
て
る
財
源
は
皆
無
の
状
況
で
す
。

こ
の
様
な
硬
直
し
た
財
政
状
況
を
、
ど
の
様
に
解
消
し
て
い
く
の
か
村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。
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夏
井
一
充
　
村
長

硬
直
し
た
財
政
状
況
を
ど
の
よ

う
に
解
消
し
て
い
く
の
か
と
い
う

ご
質
問
で
す
が
、
執
行
方
針
で
も

述
べ
ま
し
た
と
お
り
、
基
金
残
高

が
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
な
予
算
編
成

は
で
き
な
く
な
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
事
業
の
統
廃
合
を
進
め
る

と
と
も
に
安
定
し
た
財
源
の
確
保

に
努
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
投
資
効
果
が
見
ら

れ
な
い
事
業
、
既
得
権
化
し
た
事

業
は
見
直
し
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
、
そ
れ

に
は
痛
み
を
伴
う
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、
皆
様
に
丁
寧
に
説
明
し
、

財
政
規
模
に
合
っ
た
よ
う
な
事
業

内
容
と
な
る
よ
う
に
皆
様
の
ご
理

解
を
得
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

ま
た
、
安
定
し
た
財
源
に
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
拡
充
と
と
も
に

島
牧
村
の
フ
ァ
ン
を
増
や
す
、
若

し
く
は
リ
ピ
ー
タ
ー
を
獲
得
す
る

こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
風
力
発
電
を
始
め

と
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
産
出
も
今

後
は
重
要
に
な
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
洋
上
風
力
や
各
種
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
に
つ
い
て
も
積
極
的

に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

皆
様
の
ご
意
見
も
伺
い
な
が
ら
英

知
を
結
集
し
安
心
し
て
生
活
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

藤
田
和
康
議
員

色
々
述
べ
ら
れ
ま
し
た
が
、
既

存
事
業
を
継
続
し
て
新
た
な
政
策

を
続
け
る
と
、
結
局
財
源
不
足
に

な
り
、
財
政
が
硬
直
化
す
る
と
い

う
の
が
当
然
の
話
な
の
で
、
行
革

も
声
掛
け
だ
け
で
実
行
し
な
い
と

全
く
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。
常
に

行
革
意
識
を
持
ち
、
地
道
に
実
行

す
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

答
弁
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
村

長
の
公
約
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
ふ

る
さ
と
納
税
の
体
験
型
返
礼
品
の

構
築
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
ど
の

よ
う
に
い
つ
進
め
て
い
く
の
か
伺

い
ま
す
。

ま
た
、
過
疎
債
の
ソ
フ
ト
事
業
、

か
な
り
弾
力
運
用
で
き
る
事
業
で

既
存
事
業
で
充
当
で
き
る
事
業
は

ま
だ
ま
だ
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、

事
業
を
精
査
し
限
度
額
ま
で
申
請

す
べ
き
と
思
い
ま
す
。

次
に
、
村
道
の
廃
止
で
交
付
税

が
か
な
り
減
額
す
る
中
、
林
道
を

村
道
へ
所
管
替
え
す
る
こ
と
で
交

付
税
の
増
額
に
も
な
り
ま
す
し
、

先
の
一
般
質
問
で
述
べ
ま
し
た
が

定
額
運
用
基
金
の
原
資
額
の
見
直

し
を
ど
う
し
て
や
ら
な
い
の
か

ち
ょ
っ
と
不
思
議
な
ん
で
す
け
ど

も
、
そ
れ
と
、
類
似
事
業
の
多
い

重
複
し
て
い
る
公
共
交
通
施
策
の

見
直
し
、
実
態
に
合
っ
た
委
託
関

係
経
費
の
見
直
し
と
ま
だ
ま
だ
あ

り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ

い
て
重
点
的
に
検
討
す
べ
き
と
思

い
ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

夏
井
一
充
村
長

今
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
だ
い
た

こ
と
、
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
、

ど
う
ゆ
う
こ
と
を
や
る
ん
だ
と
い

う
の
も
も
ち
ろ
ん
そ
う
で
す
し
、

過
疎
債
の
ソ
フ
ト
事
業
、
も
っ
と

充
て
ら
れ
る
も
の
あ
る
ん
じ
ゃ
な

い
か
、
村
道
も
廃
止
し
な
が
ら
ど

う
す
る
ん
だ
と
い
う
所
で
、
林
道

の
村
道
化
と
い
う
の
も
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
と
こ
ろ
、
い
ろ

い
ろ
な
と
こ
ろ
が
あ
る
か
な
と
い

う
と
こ
ろ
は
、
今
後
し
っ
か
り
と

検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

藤
田
和
康
議
員

一
点
目
の
村
長
の
公
約
の
ふ
る

さ
と
納
税
の
体
験
型
返
礼
品
の
構

築
、
も
う
ち
ょ
っ
と
具
体
的
に
答

え
て
欲
し
い
ん
で
す
け
ど
も
。

夏
井
一
充
村
長

ふ
る
さ
と
納
税
の
体
験
型
返
礼

品
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
Ｃ
Ａ
Ｔ

ス
キ
ー
の
事
業
者
と
相
談
し
な
が

ら
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
が
返

礼
品
に
加
え
ら
れ
な
い
か
ど
う
か

と
、
今
年
度
も
実
施
し
て
お
り
ま

す
ア
メ
マ
ス
ダ
ー
ビ
ー
の
参
加
券
、

こ
ち
ら
を
ふ
る
さ
と
納
税
の
返
礼

品
と
し
て
構
築
し
た
り
、
例
え
ば

賀
老
の
滝
や
高
原
を
案
内
す
る
よ

う
な
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ガ
イ
ド
と
い

う
よ
う
な
も
の
も
今
後
は
検
討
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

藤
田
和
康
議
員

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
で
行
革

に
後
ろ
向
き
の
人
は
い
な
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
村
長
を
始
め
職
員

の
方
々
の
英
知
と
頑
張
り
が
必
要

だ
と
思
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
納
税
一
つ
に
し
て
も
、

抽
象
的
で
も
う
少
し
具
体
的
に
進

め
て
行
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

一
般
質
問
を
行
う
藤
田
議
員
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　令和６年第１回村議会臨時会は、
２月９日招集され、村長の行政報
告があり、その後「島牧村手数料
徴収条例の一部改正」など、議案
２件を審議、原案どおり可決し、
同日閉会しました。

臨
時
会
１

2024年

２２
／／
９９

夏井　一充　村長

行 政 報 告

能
登
半
島
地
震
被
害
に
係

る
義
援
金

　

ま
ず
、
本
年
１
月
１
日
に
発
生

い
た
し
ま
し
た
能
登
半
島
地
震
に

よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
皆
様
へ
の
哀

悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
へ
の
見
舞
い
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
被
害
に

対
し
ま
し
て
、
北
海
道
南
西
沖
地

震
災
害
の
被
災
地
で
あ
り
ま
し

た
本
村
と
い
た
し
ま
し
て
、
被

災
地
の
皆
様
へ
の
災
害
義
援
金

１
０
０
万
円
を
送
る
こ
と
と
い
た

し
ま
し
た
の
で
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。審

議
審
議
し
た議

案
議
案

条
例
改
正

▼
島
牧
村
手
数
料
徴
収
条
例
の
一

部
改
正

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

戸
籍
証
明
の
広
域
交
付
等
に
手
数

料
を
定
め
、
規
定
の
整
備
を
行
う

た
め
本
条
例
の
一
部
を
改
正
。

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決

補
正
予
算

▼
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）

　

歳
入
・
歳
出
と
も
に

７
１
８
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予

算
総
額
を
29
億
３
０
３
２
万
円
と

す
る
。

歳
入
の
主
な
も
の

・�

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
成
臨
時
交
付
金

　
　
　
　

４
３
０
万
５
千
円
追
加

・�

財
政
調
整
基
金
繰
入
金

　
　
　
　

２
２
０
万
４
千
円
追
加

歳
出
の
主
な
も
の

・�

能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

　
　
　
　
　
　

１
０
０
万
円
追
加

・�

価
格
高
騰
緊
急
対
策
助
成
金

　
　
　
　
　
　

３
８
５
万
円
追
加

・�

自
立
支
援
医
療
費

　
　
　
　

３
８
２
万
４
千
円
追
加

・�

広
域
消
防
一
部
事
務
組
合
負
担

金

　
　
　
　
　
　

２
３
９
万
円
減
額

◎
全
員
賛
成
で
原
案
可
決
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　▲　ー　３月11日　ー　第１回村議会定例会　

▲　ー　３月18日　ー　予算特別委員会
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総務費
総合戦略中間見直し及び強靭化計画改訂� 451万円
中間見直し、強靭化計画改訂

IP－BOX空調設備修繕� 649万円
本目サブセンター空調設備修繕

バス交通確保対策事業� 1,153万円
地域生活バス路線確保補助金

民間バス借上事業� 260万円
民間バス借上助成金（各種団体利用）

住宅環境改善支援事業� 1,900万円
住宅新築、中古住宅購入、
住宅リフォームに係る費用の補助

新規就業者等支援事業支援金� 395万円
農林業者等就業者支援金 ▲　運行中のニセコバス

主な事業・一般会計 予算総額　26億3,700万円

　令和６年度の各会計予算は、３月11日開会の第１回村議会定例会において、全議

員で構成する予算特別委員会を設置、これに審査を付託し、３月18日に審議しました。

　３月18日に再開した本会議では、髙島紀彦予算特別委員長から、予算特別委員

会の審議を踏まえ、原案を可決すべき旨の報告があり、採決の結果、各会計とも

委員長報告のとおり可決しました。

令和６年度　一般会計予算

26億3,700万円
前年度対比　6.56.5㌫減

予
算
予
算

特

別

特

別

委
員
会

委
員
会

新
年
度
予
算
を
審
議

特別会計予算規模 公営企業会計予算規模

※ 令和６年度から「簡易水道事業」と「合併処理浄化
槽事業」が特別会計から「公営企業会計」に移行し
ました。

特
別
会
計

国民健康保険事業
特別会計

令和６年度 6,380万円

令和５年度 7,100万円

後期高齢者医療
特別会計

令和６年度 2,860万円

令和５年度 2,700万円

公
営
企
業
会
計

簡易水道事業
会計

収益的支出 8,239万9千円

資本的支出  2億1,079万8千円

計 2億9,319万7千円

合併処理浄化槽事
業会計

収益的支出 6,867万4千円

資本的支出 4,339万9千円

計 1億1,207万3千円
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農林水産業費
漁港事業負担金� 310万円
千走漁港

電気牧柵管理事業� 828万円
春季設置・冬季前撤去等業務委託

地産地力増進対策事業助成� 106万円
堆肥、アスパラ苗、床土購入助成

電気料金緊急支援事業（水産）� 140万円
漁協・漁業者へ電気料値上げ緊急支援

ナマコ人口種苗放流事業� 150万円
人口種苗購入費用補助

トド被害防止対策強化網購入助成事業� 160万円
強化網１ヵ統分購入助成

島牧村さけ・ます増殖事業振興会負担金� 200万円
さけ・ます増殖事業促進

森林環境譲与税基金積立金� 110万円

▲千走漁港

衛生費
塵芥車購入事業� 1,625万円
塵芥車の更新（中型８ｔ）

葬斎場火葬炉設備補修事業� 503万円
燃料バーナー、化粧扉エンジン、送風機更新

季節性インフルエンザワクチン接種費給付� 103万円
季節性インフルエンザワクチン接種費用助成

倶知安厚生病院改築整備事業� 247万円
改築整備に係る負担金

▲島牧村葬斎場

民生費
医療センター入浴管理運営事業� 155万円
医療センター内浴槽管理業務

高齢者生活福祉センター居住部門管理委託� 948万円
高齢者生活福祉センター居住部門の管理委託

島牧村子ども・子育て支援計画策定事業� 270万円
計画期間終了に伴うアンケート調査実施

元気センター事業� 155万円
在宅高齢者を支援し自立生活を支える事業

小規模多機能型居宅介護施指定管理� 3,674万円
指定管理料

保育所外壁改修工事� 239万円
保育所海側外壁修繕工事

社会福祉協議会運営助成� 2,872万円
運営費助成

▲小規模多機能型居宅介護施設「潮の音」
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消防費
救急用感染防止衣冬用ズボン購入� 41万円
防寒型感染防止ズボン14本

組立水槽購入� 37万円
水槽一式１個

小型ポンプ操作用備品購入� 292万円
消防操法訓練大会用備品一式

商工費
環境整備事業� 679万円
短期の雇用、就業機会の創出

商工会運営助成� 2,050万円
中小企業電気料金緊急支援補助� 300万円
商工業者へ電気料値上げ緊急支援

中小企業景気対策利子補給� 100万円
景気後退による経営悪化に対する中小企業支援策

島牧村宿泊割引事業� 184万円
宿泊料金５千円以上で２千円割引、１事業所上限50名

狩場山CATスキーツアー実行委員会運営助成� 350万円
島牧村観光協会助成金� 147万円

▲狩場山CATスキーツアー事業　

土木費
村道維持修繕工事� 570万円
公営住宅除却事業� 327万円
泊団地１棟２戸除却

道路台帳整備業務委託� 63万円
村道整理に伴う台帳整備

村道冷水通線用地測量調査� 173万円
道路用地変更に伴う取得道路敷地の測量

村道等除排雪委託� 4,566万円
ロータリー除雪装置備荒資金代金� 288万円 ▲除却予定の泊団地

教育費
教員住宅整備事業　補助金含めた総額� １億7,634万円
RC造１棟４戸建築（国・道補助金3,965万円）

小学校教師用教科書指導書購入� 340万円
児童用教科書改訂に伴う教師用指導書

教員住宅修繕� 75万円
教員住宅修繕一式

人材育成事業� 254万円
小学生国内視察研修、村内若者視察研修、
講演会

▲小学生国内視察研修（本年１月）
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国民健康保険事業特別会計 予算総額　6,380万円

後志広域連合負担金　　　　　　　　　　　　　　�5,516万円
後志広域連合は、地方分権時代における国・道から町村への事務権限の移譲並びに多様化した広域行政需
要等に適切かつ効率的に対応するため、平成19年、管内16町村で設立。国民健康保険事業、介護保険事
業等の広域化・集約化が可能な事務について共同処理を行うための負担金。

簡易水道事業会計 予算総額　２億9,319万７千円

水質検査委託� 610万円
村内６箇所の浄水場の原水、浄水を検査

本目浄水場機械・計装設備点検委託料� 398万円
法適用化負担金� 168万円
豊平～泊地区配水管布設替実施設計委託料� 2,019万円
江ノ島・豊平地区配水管布設替工事� 12,934万円
江ノ島～豊平地区給水管接続工事� 1,354万円
植車～第２栄浜地区配水流量計更新工事� 571万円
江ノ島地区配水流量計設置工事� 663万円
本目～港地区水道メーター取替工事� 1,381万円

後期高齢者医療特別会計 予算総額　2,860万円

後期高齢者医療広域連合負担金� 2,802万円
事務費負担金、保険料等負担金

合併処理浄化槽事業会計 予算総額　１億1,207万３千円

浄化槽保守点検業務委託料� 1,665万円
浄化槽汚泥汲取料� 894万円
水洗便所改良等工事資金補助金� 200万円
５戸分、１戸あたり40万円を上限に補助

浄化槽設置工事� 1,780万円
浄化槽設置７基の実施設計業務委託料及び設置工事費

主な事業・特別会計

主な事業・公営企業会計
公営企業会計とは、地方公営企業法を適用
した会計処理であり、民間企業と同様の複
式簿記を用いて経理を行うものです。
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議 会 日 誌議 会 日 誌 令和６年 11 月から 33 月

１月
� ５日� 島牧消防団出初式（中田議長ほか）
� ７日� 二十歳のつどい（中田議長ほか）
� 16日� 例月出納検査
２月
� ９日� 第１回村議会臨時会
� 13日� 例月出納検査
� 14日� 後志町村議会議長会役員会及び定期総会（札幌市　中田議長）
� 19日� 後志町村等監査委員協議会第２回研究協議会（札幌市　坂下議員）
� 20日� 北海道町村等監査委員協議会定例大会（札幌市　坂下議員）
� 27日� 第１回後志広域連合議会定例会（倶知安町　中田議長）
� 29日� 南部後志衛生施設組合議会第１回定例会（寿都町　藤田議員）
� � 南部後志環境衛生組合議会第１回定例会（黒松内町　佐藤議員）
３月
� １日� 後志教育研修センター組合議会第１回定例会（倶知安町　後藤副議長）
� ３日� 第15回「村田のりとし新春の集い」及び「後志地域まちづくり学習会」（札幌市　後藤副議長）
� ５日� 議会運営委員会
� 11日� 第１回村議会定例会（１日目）　
� 13日� 例月出納検査
� 15日� 島牧中学校卒業式（中田議長）　
� 18日� 第１回村議会定例会（２日目）、予算特別委員会
� 20日� 島牧小学校卒業式（中田議長）
� 27日� 岩内・寿都地方消防組合議会第１回定例会（岩内町　髙島議員）

後編
集記

■
議
会
広
報
「
か
り
ば
１
８
５
号
」
を
お
届
け
し
ま
す
。

　
本
号
で
は
、
第
１
回
定
例
会
の
審
議
内
容
、
一
般
質

問
の
内
容
を
中
心
に
編
集
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
ご
覧
に
な
っ
て
、
村
の
方
針
や
議
会
活
動
に
ご

理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲　ー　３月15日　ー　　島牧中学校卒業式
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